
１． はじめに

激動するグローバル社会の中にあって，地球規模で事業を展開している

企業の戦略行動は大きく変わりつつある。本稿では，はじめに，近年のグ

ローバル社会の動向を概観した後，企業の戦略行動の国際化，グローバル

化に関わる諸理論についてレビューしていくことにする。

振り返ってみると，１９８０年代を通じて，日本企業，日本経済は，欧米

先進国が厳しい経済環境に直面しているのを尻目に成長を享受していた。

それは，高品質・低コストを武器にして規模の経済を追求して国際競争力

を強化した結果であった。とりわけ，８０年代後半に始まるバブル経済の

下では，地価や株価の高騰を背景に日本企業の多くは，「リストラクチャ

リング（事業の再構築）」１）を旗頭に，大規模な投資を積極的に行って，次々

と新規事業を立ち上げたり，事業の多角化に積極的に取り組むことによっ

て，複数事業を展開することで生み出されるシナジー効果を追い求めたの

である。

しかしながら，実体を伴わない，いわゆるバブル経済が崩壊した結果，

闇雲に拡大してきた事業が日本企業を苦境に追い込むことになったのであ

る。その反動は思いの外大きく，２０世紀最後の１０年は「失われた１０年」２）

といわれ，その後２１世紀を１０年以上経る今日に至るまで，かつての強さ

を取り戻せないできた。
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他方，８０年代後半まで低迷してきた欧米先進国の企業は，その間に取

り組んできた痛みを伴う改革によって，９０年代初頭には徐々に回復の兆

しを示し，９０代半ばになると，日本企業と欧米先進諸国企業との競争関

係に８０年代と異なる逆転現象がみられるようになった。かつてエレクト

ロニクス産業を中心に日本企業が覇権を得てきた事業分野でさえ，欧米企

業の強さが際立つようになってきた（図表２を参照）。ハードウエアを軸に

プロセス技術によって競争優位を発揮してきた日本企業にとって，急速に

進歩する情報・通信分野のソフトウエア技術を武器にして次々と新しいビ

ジネスの創造に挑戦する米国企業の存在は大きな脅威となった。多くの日

本企業は，それまでとルールの異なる経営環境の中で活路を見いだすこと

ができない状況が続いてきたのである。

しかも，２１世紀を前後して，人口１３億人を誇る中国を筆頭に，１２億人

以上を抱えるインド，２億人のブラジル，１．５億人のロシアなど，巨大な

自国市場と自国内に豊富な自然資源を抱えている BRICs 諸国が，グロー

図表２ 半導体メーカーランキングの変化

１９８０年 １９８５年 １９９０年 １９９５年

１位 TI NEC NEC インテル

２位 モトローラ モトローラ 東芝 NEC

３位 NS TI 日立 東芝

４位 NEC 日立 モトローラ 日立

５位 日立 東芝 インテル モトローラ

６位 東芝 フィリップス 富士通 三星電子

７位 インテル 富士通 TI TI

８位 FCI インテル 三菱電機 富士通

９位 フィリップス NS フィリップス 三菱電機

１０位 シーメンス パナソニック パナソニック 現代電子

出所：肥塚浩，「半導体ビジネスの戦略転換―日本メーカーの事例」，『立命館経営学』第
４８巻 第６号，２０１０年３月，p. 35
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バル経済の表舞台に姿を現すようになった。中でも，その代表格というべ

き中国は，１９９０年代後半以降１０年以上に亘って年率１０％を超える高度

経済成長を実現し続け「世界の工場」と評されてきた。２００１年の WTO

への加盟を機にして，そのニックネームからの脱皮を図りつつ大規模な市

場を開放して，一躍世界経済の牽引車としての役割を果たすようになった。

先進国への登竜門ともいうべきイベントである，オリンピック（北京オリ

ンピック，２００８年）や万国博覧会（上海万博，２０１０年）を経てもその成長は

とどまることなく，益々経済基盤を盤石なものにしてきた。

同様に，ICT（情報通信技術）サービス大国に向けて着実に歩を進めてき

たインドも，国内総生産 (GDP) が１兆８，７０７億ドルで世界１０位となり，

購買力平価換算では米国，中国に次いで世界第三位の経済大国となった３）。

少子高齢化が急速に進む先進諸国や一人っ子政策を展開してきた中国と比

較して，若年人口の比率が高く，将来に亘って人口増が見込まれており，

旺盛な消費需要，拡大する国際貿易と対内直接投資などの点で，BRICs

の中でも成長期待の高い国である。

確かに，これらの国々は，未だにインフラの未整備や経済的格差がもた

らす大量な貧困層，農村部の未発達，労働関連法の未整備，医療・環境を

巡る社会的諸問題など，解決すべき課題が少なくないのも事実である。と

はいえ，これまでの１０年とこれからの１０年の成長に目を向けると，これ

ら新興国の市場成長や影響力は看過できないことに異論を挟む余地はない。

それらの国々の一方で，日本を含めた先進国に目を向けると，サブプラ

イムローン問題に端を発するリーマン・ブラザース社の破綻と大手コング

ロマリットのアメリカン・インターナショナル・グループ (AIG) 社の経営

悪化４）から連鎖的に実体経済に拡散した２００８年の「リーマンショック」

後，世界中に広がった金融危機によって長い景気後退が続いた。しかも，

その後遺症が癒えない中で，日本を東日本大震災と原発問題が襲いかかっ

た。また，２０１１年秋に欧州で起った債務危機問題は，先進諸国経済の不
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透明さを一層露呈することになり，３年を経た今日でさえ，そこに光明が

みえていないのは事実である。

中でも，日本の状況は特に厳しい。２０１０年の GDP で中国に抜かれて

世界３位になってしまった。１０倍以上の人口を抱え，年率１０％を超える

勢いで成長を遂げてきた中国に，GDP ベースで追い抜かれるのは当然と

もいえるし，人口の多いインドにも GDP で追い越される日が遠からず来

ることは仕方のないことである。しかし，国民一人当たり GDP のランキ

ングをみると，日本経済の後退を強く感じる。かつて，「GDP 第２位，一

人当たり GDP でも世界３位」（図表５を参照）を誇っていた日本（１９８９年）

は，２００７年に一人当たり GDP がシンガポールにも抜かれると再びアジ

ア・ナンバーワンの座に返り咲くことなく，金額ベースでは，OECD 平

均よりも低くなってしまった５）。リーマンショック直前までデフレ脱却が

期待されていたが，それも虚しく２００９年以降，ほとんどの企業で業績の

下方修正が余儀なくされた。２００７年当時成長率こそ高くはなかったもの

の，１９６５～７０年の間４年９ヶ月が続いた「いざなぎ景気」６）にも匹敵する

長期的好調の中にあって，本格的な経済成長に期待を抱いていた企業経営

者はもちろん，少なからず生活に潤いを感じ始めていた一般消費者も，リ

ーマンショック後，大きな失望を実感することになった。苦しくもギリシ

ャ金融危機に巻き込まれ，EU 体制が脆弱であったことが白日の下に晒さ

れたのと時を同じくしたのは皮肉ともいえる。

図表５ アジア主要国・地域の１人当たり GDP (2007)

シンガポール ３万５，１６２ドル

日 本 ３万４，３１２ドル

香 港 ２万９，６４９ドル

韓 国 １万９，７５０ドル

台 湾 １万６，６０５ドル

出所：IMF - World Economic Outlook Database
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もっとも，先進国にとって望ましくない，こうした状況が普遍的な傾向

であって，今後も長期的に続いていくということを断言することは時期尚

早である７）。ただし，ニュー・ミレニアム（新千年紀）になって，わずか

１０年余の年月で，過去長きにわたって世界経済を牽引してきた欧米先進

諸国の経済的パワーが減退してきた一方で，それまで低開発国，あるいは

発展途上国といわれてきた新興国が経済的に大きく発展を遂げ，その国際

的発言力を高めるようになったことは否定できない。FTA（自由貿易協定）

や EPA（経済連携協定）などの議論では，ASEAN 諸国を初めとしたアジ

ア新興国や，チリ，ブラジル，オーストラリア，南アフリカなどの南半球

の国々が重要な役割を演じるようにもなりつつある。ボーダーレス化とグ

ローバル化をキーワードに，経済社会が大きく変化しているのである。

そこで，本稿では，経済社会のグローバル化と企業活動のグローバ化の

大きな変化や流れ，そしてそれを説明する企動行動に関する理論がどうい

った変遷を辿り発展してきたのかについて，これまで展開されてきた企業

活動のグローバリゼーションに関する代表的な理論をとりあげて検討する

とともに，その流れの中で近年，どういった理論が展開されつつあるのか，

今後，どういった考え方が求められているのかについて概略的に検討して

いくことにする。

２．３つのグローバリゼーション

米国のジャーナリスト，トーマス・フリードマン (Thomas L. Friedman)

は，著書『フラット化する世界』において，過去のグローバリゼーション

を大きく３つの時代，すなわち，「グローバリゼーション 1.0」，「グロー

バリゼーション 2.0」，「グローバリゼーション 3.0」に分類した８）。以下

では，そうした分類に従って，グローバリゼーションとその理論の進展プ

ロセスについて検討していくことにしよう。
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（１） グローバリゼーション 1.0 の時代

フリードマンによると，「グローバリゼーション 1.0」の時代とは，コ

ロンブスが航海に乗り出し，旧世界と新世界の間の貿易が始まった１４９２

年から１８００年頃までのグローバリゼーションの最初のフェーズである９）。

「グローバリゼーション 1.0」の時代において，航海技術の発達によっ

てヨーロッパ各国ないしアメリカ大陸間の運航が可能となり，世界地図は

大きく縮小されるようになった。その結果，当時の先進国であったヨーロ

ッパ諸国は，次々とその領土を拡大した。そして，植民地の獲得やその宗

主国として貿易の名を借りて収奪を目的にして，１９世紀までの国際ビジ

ネスは，国際貿易だけでなくそれに伴って拡大する金融産業にまで及ぶこ

とになった。

図表６ グローバリゼーションの３つの時代

トーマス・フリードマン著 伏見威蕃訳，
『フラット化する世界』２００６より作成
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こうした「グローバリゼーション 1.0」時代を担っていた主体は国家で

あり，その意味ではグローバリゼーションを大きく変化させ推進させる原

動力となったのは，腕力，馬力，風力などの「物理的な力」で，さらに後

世汽力となる力であった１０）。当時は，国家がそういったパワーを相対的に

どの程度保有し，どの程度創造的に用いるのか，自国をグローバルな競争

やチャンスにどう適合させればよいのか，自国を通じてグローバル化を果

たし他の人々とうまく力を合わせるにはどうすればよいのか，といった諸

条件によって，グローバリゼーションの程度が決定されたといえよう。

そうしたグローバリゼーション黎明期のグローバルな経済活動を説明す

る代表的理論として，アダム・スミス (Adam Smith) の「絶対優位理論」１１）

とデヴィッド・リカード (David Ricardo) の「比較優位理論」１２）があげられ

る１３）。

スミスによると，国際貿易が一層に促進されるのは，A 国が X 財を B

国より安く生産することができ，B 国が Y 財を A 国より安く生産できる

ときである。すなわち，それぞれの国にとって最も効率的に生産可能な財

に特化して貿易を行う場合，両国にとって利益になり，両国の経済厚生が

増大される１４）。それに対して，リカードは「比較生産費説」を提起し，

「各国がより得意な商品の生産に集中し，それと交換に，それほど得意で

はない商品を輸入した方がお互いの利益になる」ことを指摘する１５）。

これらスミスやリカードの理論に代表される経済学者の考え方をベース

にした自由貿易理論は，「グローバリゼーション 1.0」時代に，国際間で

貿易がなぜ行われるかを解明しようとした貿易理論をベースにしたもので

あり，主に国家を中心としたグローバリゼーションに力点が置かれていた

と考えられる１６）。その点では，企業活動を中心に展開するグローバリゼー

ションとは意を異にしているといえよう。
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（２） グローバリゼーション 2.0 前半の時代

古典的な経済学的理論によって説明される「グローバリゼーション

1.0」の時代は，１８世紀後半から１９世紀初頭にかけてイギリスでスター

トした産業革命を契機とした急速な技術進歩によって，新しい段階へと進

化を遂げることになる。

フリードマンによれば，「グローバリゼーション 2.0」といわれる時代

は，おおまかに１８００年から２０００年まで続く１７）。確かに，彼のグローバリ

ゼーションに関する類別は，歴史的ないしは経済社会に起きた事象をベー

スにした考えであり，それ以外の分類を否定するものではない。とはいえ，

この２００年余の間，グローバリゼーションを推進するパワーベースが，経

済的に支配的かつ先進的な特定の国及び地域の産業社会あるいは企業活動

をベースにしたものであるといった視点に立って考えれば，この期間を連

続した一つの時代としてみなすフリードマンの見解は理解される。つまり，

この２００年余，同時代をコントロールし得る経済的パワーを持った特定の

先進的地域が存在していたということである。さらに細かく類別すれば，

産業・経済の中心がイギリスにあったとする「パックス・ブリタニカ (Pax

Britannica)」の時代，その後，アメリカを中心とした「パックス・アメリ

カーナ (Pax Americana)」の時代，さらに日欧米の主要先進国を中心とした

「三極化の時代」の３つの時代はそこに含めることができる。

「パックス・ブリタニカ」の時代とは，イギリス帝国の最盛期である１９

世紀半ばごろから２０世紀初頭までの期間であり，イギリスは産業革命に

よって獲得した経済力と軍事力を背景に，自由貿易の御旗の下で植民地化

を進め，世界唯一の覇権国家に成長していた。しかしながら，２０世紀前

半の二度に亘る世界大戦によって，イギリス覇権の世界体制は崩れること

になった。

第一次世界大戦中主戦場となったイギリスは，戦争によって疲弊し世界

経済の牽引車としての力を発揮できるような状況ではなくなり，「パック
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ス・ブリタニカ」の時代が終焉を迎えた。イギリスに代わって世界経済の

中心に台頭してきたのは，第一次世界大戦期に世界最大の資本輸出国にな

った米国である。第一次世界大戦で直接戦禍を受けることなく，連合国支

援に回った米国は連合軍への輸出によって経済が拡大しただけではなく，

モータリゼーションの本格化による自動車産業の躍進，ヨーロッパの疲弊

に伴う対外競争力の相対的上昇，同地域への輸出の増加などによって「永

遠の繁栄」と呼ばれる経済的好況を手に入れたと同時に，国際社会の中で

政治的な勢力を大きく拡大したのである。つまり，「パックス・ブリタニ

カ」の終焉とともに，世界経済の王座を奪った米国が豊かさを享受する，

いわゆる「パックス・アメリカーナ」の時代が出現したのである。

もっとも，その後，１９２９年１０月２４日，「暗黒の木曜日 (Black Thursday)」

と呼ばれるウォール街での株価の大暴落に端を発する世界的金融恐慌と，

それを起因とした第二次世界大戦の勃発によって世界経済は大きな打撃を

受けることになる。多くの犠牲を伴ったにもかかわらず，直接戦禍を被る

ことなく終戦を迎えた米国の国際社会における政治的・経済的パワーは減

退するどころか，戦勝国のリーダーたる覇権はより強化されることになる。

事実，第二次世界大戦の直後，米国経済は世界 GDP の５０％近くを占め

ていた１８）。その後他国の経済成長に伴って，その比率こそ下がったとはい

え，１９６０年代後半になっても，全世界の GDP に占める米国の割合は，

依然として３０％を超えていた。しかし，１９６５年に始まったベトナム戦争

への多額の戦費需要によって，米国経済は大きく減速することになった上

に，１９７０年代に入ってニクソンショックやスミソニアン体制の崩壊，第

一次オイルショックといった経済問題に直面し，米国経済は大きく失速す

ることになった。もっとも，依然として米国は自動車産業を筆頭にして多

国籍企業の事業展開によって，世界経済のリーダーとしての地位を保持し

続けたのである（図表７を参照）。

これまで本節でみてきた「グローバリゼーション 2.0」時代前期，「パ
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ックス・ブリタニカ」の時代から「パックス・アメリカーナ」の時代へ移

り変わる中で，その推進力となったのは先進国，特に米国の多国籍企業の

グローバル活動である。そうした企業活動のグローバル化を説明する代表

的な理論が，世界経済の中で圧倒的な強さを誇った米国企業のグローバル

化のプロセスに着目したレイモンド・バーノン (Raymond Vernon) の「プ

ロダクト・ライフサイクル（Product Life Cycle Model: PLC）理論」である１９）。

バーノンは，各国の生産要素の格差，とりわけ技術格差に着目し，それ

を主軸に据えて米国を頂点とする新しい国際分業のモデル構築を試みてい

る２０）。図表８に示すように，需要と供給の関係は新製品のライフ・サイク

ルによって変わり，それに伴い市場競争の体制も変わっていく。つまり，

企業のグローバル化の過程を，新製品の導入期，成熟期と標準化期という

３つの段階に分類し，環境の変化に合わせて，企業は事業を拡大していく

ことを指摘した２１）。

図表７ 米国の GDP の世界 GDP に占める割合の推移

The United Nations, Statistical Yearbook, 1953 & 1970 & 2002-2004,
IMF - World Economic Outlook Databases より作成

１９５０ １９５８ １９６５ １９７０ １９８０ １９９０ ２０００ ２０１０

名目 GDP（１０億ドル） 世界 GDP に占めるシェア
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図表８ プロダクト・ライフサイクル理論の考え方

出所：佐久間信夫『現代の多国籍企業論』，学文社，２００２年４月 p. 18
原典：Raymond Vernon ‘International Investment and International Trade in the Product

Cycle’ “The Quarterly Journal of Economics”, Vol. 80, No. 2 (May, 1966), p. 199

アメリカ

アメリカ以外の先進国

発展途上国

新製品 標準製品成熟製品
製品の発展の段階

成城・経済研究 第２０６号 （２０１４年１１月）

― ―１４



要するに，この理論から導かれる多国籍企業の成長モデルでは，新しい

製品のライフ・サイクルの発生と，その製品の価格競争力に対応した生産

拠点の国際移転に伴うことが説明されたのである２２）。

（３） グローバリゼーション 2.0 後半の時代

しかし１９７０年代になると，欧州や日本企業の急速成長に伴って，「パッ

クス・アメリカーナ」の米国一極時代から日米欧の三極からなる「三極化

の時代」に転じる。それによって，米国企業を頂点とした世界経済のヒエ

ラルキー構造が崩れはじめたのである。つまり，国際経営環境の変化に伴

って，バーノンが主張するプロダクト・ライフサイクル理論の前提条件が

崩れることになった。その象徴ともいうべきが，国際競争力を強化した日

本企業の存在であった。

朝鮮特需を契機に戦後の廃墟の中から復興の道を歩み始めた日本経済

は，１９６０年代を通じて，内需を中心に大量生産大量販売体制を構築し，

奇跡といわれるほどの経済成長を実現した。１９６０年代半ば以降，大量生

産体制によって生み出された余剰生産物を積極的に輸出した日本は，６８

年に資本主義国で米国に次ぐ第２位の経済大国となった。７０年代初頭こ

そ，第一次オイルショックや変動相場制への移行によって一時的に停滞し

たものの，いわゆる「減量経営」２３）に徹底し，７０年代後半には「低価格

・高品質」を武器に世界市場を席巻するようになった。８０年代には，米

国のお家芸であった自動車産業や半導体などのエレクトロニクス産業の分

野でそのお株を奪い，「日本的経営」２４）が注目されるようになって日本企

業の国際的評価は著しく高まった。時を同じくして，貿易摩擦問題が取り

ざたされるようになると，先進的企業のいくつかは，米国や発展途上国に

直接投資をして海外に生産拠点を構えるようになったのである。

このように，１９７０年代の欧州や日本企業の急速成長は，米国企業を頂

点とした世界経済のヒエラルキー構造を崩壊させる同時に，多国籍企業の
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グローバルなネットワーク構造を構築を促し，バーノンの「国内生産→輸

出→国外生産→逆輸入」のプロセスと同時並行的，あるいはそのプロセス

を経ることなくグローバル化が進むようになったのである。さらに，企業

のグローバル化は革新的な製品を開発する技術だけに限定されるのではな

く，経営管理，生産工程技術，資源節約型革新，製品改良能力などのプロ

セス・イノベーションもグローバルな競争優位性の源泉になった。

こうして経営環境が地球規模で複雑さを増す中で，新しい国際経営に関

する理論が登場した。その代表的なものがバートレット (Christopher A.

Bartlett) とゴシャール (Sumantra Ghoshal) が主張する「トランスナショナル

(Transnational) 企業」説である。彼らは「環境―戦略―組織」の相互関係

を分析した上で，多国籍企業を「マルティナショナル (Multinational)」，「グ

ローバル (Global)」と「インターナショナル (International)」の３つの企業

モデルに類型化するとともに，新しいタイプの企業として「トランスナシ

ョナル」モデルを提起した２５）。

第一の「マルティナショナル企業」とは，フィリップス (Philips) 社やユ

ニリーバ (Unilever) 社などヨーロッパ企業がその典型であり，国や地域ご

との異なる環境に敏感に対応できるような組織で，各国の子会社に戦略的

決断力や組織能力を付与し，本社のコントロールによって１つのグループ

としてルースに結合する企業モデルである。このモデルでは，情報と組織

力が分散し，非公式な個人的統制と単純な財務管理システムによる経営形

態で各国の事業体が独立した経営精神を維持するといった３つの特徴を有

する，最も柔軟に現地市場に対応するタイプの企業である２６）。

第二の「グローバル企業」とは，マルティナショナル企業と対照的に，

グローバルな効率の良さを求め，戦略や経営の決定権を中央に集中させ，

世界市場を統合した市場として捉え，集中的大量生産によるコスト優位を

形成する能力を持つ企業である。グローバル企業の組織的特徴は，効率性

を追求するために，中央集中型の結びつきの中で子会社は親会社によって
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厳格に管理され，世界を一つの経済単位とみなす点にあり，その典型は日

本企業である２７）。

第３のモデルは，ゼネラル・エレクトリック (GE) 社やプロクター・ア

ンド・ギャンブル (P&G) 社などの米国企業が典型である「インターナシ

ョナル企業」である。ゴシャールらによれば，このモデルの企業は「調整

型連合体」であり，親会社が持つ知識や専門技術を海外市場向けに移転し

たり適応させたりすることにその特徴である。各国の子会社は製品や経営

方針を必要に応じて変えることもあるが，本社からの独立性や子会社の自

治権は相対的に低い。このモデルの企業では，知識や情報の移転は中央に

依存するために，親会社の正規のシステムと管理体制に依存するという特

徴がある２８）。

しかしながら，地球規模で変化する経営環境の中では，「効率性」，「適

応性」と「知識学習能力」といった要件を個別に満たすだけでは，競争優

位性を確保することが難しい状況になってきた。つまり，それぞれのモデ

ルの多国籍企業は，３つの要件のうちのいずれかひとつを成し遂げるため

に他の２つを犠牲にするかしかなかった。しかしながら，グローバルな統

合，地域的文化，世界的技術革新が重要になるにつれて，３つの要件のい

ずれも無視することなく，それらすべての要件を充足することが求められ

るようになった。そこで打ち出されたモデルが「トランスナショナル企

業」である２９）。

ゴシャールらによれば，トランスナショナル企業とは，他の３つのグロ

ーバル企業モデルの要素をすべて兼ね備え，効率性を求めると同時に，各

地域の多様なニーズを柔軟に適応できるように，各拠点に多くの役割と責

任を付与し，本社と各拠点をつなぐ統合ネットワークを通じて各拠点の生

み出した複数のイノベーションを同時に管理できるという理想的な企業モ

デルである。

「適応性」と「効率性」という２つの要素が生み出す矛盾を止揚的に解

グローバリゼーションの新潮流

― ―１７



決することによって，地球規模の視点からグローバルな展開を可能にする

「トランスナショナル企業」モデルは，１９７０年代においてすでに概念的に

は理解されていたが，１９８０年代後以降のさらに一層複雑な状況の中では，

「効率性」と「適応性」を軸とする二次元的な視点から，世界に点在する

拠点の活用を実現できる組織管理体制を構築することが不可欠になったの

である３０）。すなわち，「トランスナショナル企業」モデルは，経済のボー

タレス化，事業活動のグローバル化が進展するにつれて，より妥当性のあ

る概念として多くの企業に受け入れられ，国際経営に関する理論の中心に

位置付けられるようになってきたのである。そうした流れの中で，地域本

社制組織 (Regional RHQ) といった新しい組織体制が，来たるべきグローバ

リゼーション 3.0時代の橋渡しとなったのである。

ちなみに，１９９０年代初頭，「グローバリゼーション」と「ローカリゼー

図表９ トランスナショナル企業モデルへの転換

Christopher A. Bartlett, Sumantra Ghoshal 著 英樹監訳『地球市場時代の企業戦略―
トランスナショナル・マネージメントの構築―』日本経済新聞社 １９９０年より作成

成城・経済研究 第２０６号 （２０１４年１１月）

― ―１８



ション」の相対する用語を組み合わせた造語「グローカリゼーション」は

ゴシャールらのトランスナショナル企業の基本戦略と極めて類似した概念

といえる３１）。

（４） グローバリゼーション 3.0 の時代

１９８０年代後半から１９９０年代前半にかけて，中国の西側に対する門戸の

開放，ベルリンの壁の崩壊と旧ソ連の解体など，第二次世界大戦後５０年

近くに亘って貿易と資本移動を阻害してきた政治要因が取り除かれた。時

を経て９０年代半ば以降には，デジタル技術の浸透，および通信と輸送技

術の発達に加えて，WTO の成立を皮切りにして，国際貿易や海外直接投

資が大幅に拡大し（図表１０を参照），グローバルな市場構造および競争構

造に大きな変化が起こった。「グローバリゼーション 3.0」時代の幕開け

である。

時を同じくして，スザンヌ・バーガー (Suzanne Berger) は，産業社会の

中で注目される構造的変化として，IBM 社を起源とする「モジュール生

産方式」の出現をあげた３２）。つまり現代社会の商品生産は，単に物を作る

ことだけではなく，製品のそのもののイノベーションから，製造や顧客へ

の配送に至るまで，時にはアフターサービスまで一連の機能を含むように

なったという指摘である。また，現代の ICT や物流技術によって，これ

ら一連の機能をレゴブロックのように切り分けすることも可能になった。

そうした状況の下で，多くの企業では，それまでに社内で製造していた部

品や生産工程の一部を低賃金熟練労働者が豊富の中国やインドの工場など

企業外部に委託し，自社の資源や能力を付加価値の高い工程に集中するよ

うになった。こうした経営モデルが，モジュール化生産方式である。

こうしてみると生産方式の一つを取ってみても，９０年代初頭に始まる

世界の社会情勢，経済情勢の激変によってスタートした，「グローバリゼ

ーション 3.0」といわれる時代は，企業行動のグローバル化や ICT の進
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化といった技術構造の変化によって，グローバリゼーションが大きく進化

した時代である。

こうした背景の中で，多国籍企業の経営行動が，どのように変化してい

るのかを明らかにすることを試みたのが，バーガーの率いた MIT 産業生

産性センターの研究チームであった。彼らは，１９９９年～２００４年の５年間，

米国のデル (Dell) 社，ヒューレット・パッカード (HP) 社，スペインの

ZARA 社，日本のトヨタ，松下電器（現パナソニック），ソニーなど，世界

の主要企業５００社に対して７００件を超えるインタビューを行い，各企業の

経営戦略の実態と課題，解決法を考察し，新しい国際経営論の視点を提起

した。それが「動的遺産モデル」という考え方である。規制緩和が進み，

貿易と資本移動が一層に自由化され，通信と輸送コストも低下し，IT 革

命やデジタル化によって，デザイン・製造・マーケティングの垣根が取り

払われ，諸機能の世界的な分散が可能になっただけでなく，低賃金国で大

量の労働者と技術者の調達も可能になった世界の経済環境の中で，新たに

図表１０ 国際貿易額と海外投資の総額の変化（１９９０～２０００年）

内閣府『通商白書 2007』と UNCTAD 『World Investment Report』各年版より作成

１９９０ １９９１ １９９２ １９９３ １９９４ １９９５ １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００

単位：億ドル
７０，０００

６０，０００

５０，０００

４０，０００

３０，０００

２０，０００

１０，０００

０

国際貿易

対外直接投資
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登場してきたのが，「動的遺産モデル」である。

ここでいう「遺産」とは，企業が過去によって蓄積された物質資源，経

験，技術，人間の才能，組織の能力，制度の記憶などの資源，さらに外部

との協力ネットワークなどのことをさすが，企業の「遺産」は外部環境の

変化と関わるだけではなく，要素同士でも相互作用を広げることから，

「遺産」自体が動的なものとなる。経済的・社会的成果を生み出すための

諸資源が，グローバル化によって国の支配から離れ，世界中の経済や社会

が収斂し均質化が迫られるといった「収斂モデル」と，それとは正反対の

「資本主義国別多様性モデル」３３）とが，主流を占めてきた理論を覆す「動

的遺産モデル」である。

この考え方によれば，企業は自らのバリューチェーンを細分化した上で，

自社では世界トップと張り合える分野のみを社内に残し，それ以外の分野

を世界のトップレベル企業にアウトソーシングすべきである。つまり，ブ

ロックを積み上げるような形でビジネスを展開することで，各社各様の特

色が生まれるのである。アウトソーシングやオフショアリング，EMS

（Electronics Manufacturing Service：受託製造会社）３４），下請会社，国内や海外

での垂直統合戦略などの多様な戦略オプションが生み出されて，各モジュ

ールの機能を担う企業が最高の品質を提供することができる場合に，全世

界から最も適切なソリューションを作り出し，グローバルレベル競争の中

で成功を収めることができるというのがバーガーらの主張である３５）。

図表１１ モジュール化の企業戦略

出所：スザンヌ・バーガー著『MIT チームの調査研究によるグローバル企業の成功戦略』
楡井浩一訳 草思社 ２００６年 p. 85「図アイデアから顧客まで」

研究開発 構成品

新製品の
アイデア 設計 製造 ロジスティク

（物流管理） 販売 アフター
サービス
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３． グローバリゼーション 3.0を超える時代

これまで本稿では，フリードマンが示す３つのグローバリゼーションの

分類を軸にして，それぞれの時代の経済社会，産業社会のグローバル化の

状況を概観すると同時に，その中での経済活動あるいは企業活動を説明す

る上で支配的といわれている理論についてサーベイを行ってきた。もっと

も，フリードマンのグローバリゼーションに関する見解は，およそ２００５

年までの経済社会情勢をベースにしたものであり，それ以降の国際社会の

変容を基本的に考慮しているわけではない。しかしながら，近年のグロー

バル社会の動向をみると，人口動態の変化，国際社会パワー構造の変化，

自由貿易圏の拡大，シェールガスなどの新エネルギーの出現，ICT 技術

の更なる革新など，フリードマンが議論してきた時代の背景と少なからず

ギャップがあることは否めない。つまり，フリードマンのいうグローバリ

ゼーションの実態も部分的に再検討することが必要なのである。

中でも，冒頭で述べた２００８年以降の国際経済社会の大きな変容は，そ

の典型ともいうべきものである。従来世界の経済社会を支配してきた日米

欧の先進諸国は，米国を端としたリーマンショックによって経済が一時停

滞しただけではなく，その後の欧州の債務危機などさらに深刻な状況に直

面することになった。それは，「失われた１０年」を経験し，長期に亘って

経済が低迷していた日本も同様である。

先進諸国が苦境に立つ中で，新興国が経済発展を持続的に維持し，世界

経済の牽引役としての役割を果たすようになってきたのである。IMF の

指摘にもあるように，２０００年まで世界経済成長寄与の８割が先進国によ

って占められていたのに対して，２０００年以降，新興国の寄与率が急速に

強まり，２０１８年まで世界経済成長の６割が新興国に寄与することが予測

されている３６）。

こうして世界経済をリードしている新興国の中でも，突出しているのは
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中国である。中国経済は，２００８年のリーマンショックの際にやや減速し

たもののすばやく活気を取り戻しており，過去２０年近くに亘って平均経

済成長率約１０％を維持して，世界２位の経済大国となった。もっとも，

そうした中国も，近年の労働賃金の上昇によって生産拠点としての魅力こ

そ徐々に失いつつあるが，人口１３億人の巨大市場として魅力をアップさ

せている。また，世界一の外貨準備高を利用して，約１兆３千億ドル相当

の米国国債を保有し，米国最大の債権国となっている３７）。このように中国

は，国際経済社会の中において世界経済を牽引する役割を担うとともに，

その影響力も増大させている。

また，ASEAN１０ヶ国グループも，人口ボーナス期に迎えるとともに，

近年６％という高度かつ安定な経済成長を果たして，「ルネサンス」と呼

ばれる第２の繁栄期を迎えつつある３８）。これら ASEAN 域内の国々の間

では，関税撤廃と非関税措置の削減によって貿易と投資が一層円滑に行わ

れ，周辺国家との貿易や経済協力の協定も進んで，経済力が増強している。

２０１５年には，ASEAN の GDP は，イタリア，インドを抜いて，英国，

図表１２ 世界経済成長に対する新興・途上国の寄与率の変化

出所：Jetro「世界経済・貿易・直接投資の現状」２０１３年１月

２０１０～２０１８年

２０００～２０１０年

１９９０～２０００年

１９８０～１９９０年

先進国 新興・途上国

０％ ２０％ ４０％ ６０％ ８０％ １００％
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フランスといった欧州の国々に匹敵する規模にまで成長することが予測さ

れている３９）。しかも，ASEAN 地域全体でみると，総人口は６億人を超え，

平均年齢も欧米先進国に比べて圧倒的に低い上に，人口ボーナス期を迎え

ているミャンマー，カンボジア，ベトナム，インドネシアなどの国々は，

労働力賃金は比較的に安く，生産地としての優位性も相対的に高い（図表

１４を参照）。そのため，すでに賃金コストが上昇している中国から，生産

拠点をこれら国へ移転するケースが増加していることも事実である。これ

らの国々では，国民所得の上昇につれて，消費ブームが起る可能性も高く，

図表１３ ASEAN１０ヶ国の経済状況とその他地域の比較

１人あたり GDP

（ドル）

名目 GDP

（億ドル）

人口
（万人）

２００６年 ２０１１年 ２００６年 ２０１１年 ２００６年 ２０１１年

シンガポール ２９，９１７ ４９，２７１ １，３２２ ２，５９８ ４３３ ５２７

ブルネイ ３０，２９８ ３６，５８４ １１４ １５５ ３７ ４３

マレーシア ５，７１８ ９，７００ １，５０９ ２，７８７ ２，５３５ ２，８７３

タイ ３，１３６ ５，３９４ ２，０６３ ３，４５６ ６，４２３ ６，４０８

インドネシア １，６４０ ３，５０９ ３，６４２ ８，４５７ ２２，２７８ ２４，１０３

フィリピン １，３４５ ２，２２３ １，１６９ ２，１３１ ８，３０５ ９，５８６

ベトナム ７２３ １，３７４ ６１０ １，２２７ ８，４２４ ８，９３２

ラオス ５８３ １，２０４ ３５ ７９ ５９２ ６５６

カンボジア ５０３ ８５２ ７１ １２９ １，４０７ １，５１０

ミャンマー ２３０ ８３２ １３０ ５１９ ５，０５２ ６，２４２

合計（平均） １，９２２ ３，５６３ １０，６６５ ２１，４６０ ５５，４８６ ６０，２２３

日本 (2011) ４５，９２０ ５８，６９５ １２，７８２

中国 (2011) ５，４１４ ７２，９８１ １３４，８１２

インド (2011) １，３８９ １６，７６１ １２０，６９２

米国 (2011) ４８，３８７ １５０，９４０ ３１，１９５

出所：Jetro「各国経済力比較」（2006と 2011）
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６億人の巨大消費市場が新たに出現することも期待できる。

いずれにしても，こうしたグローバルな経済変化の状況の中で，フリー

ドマンが想定していた「グローバリゼーション 3.0」の時代から，少なか

らず形を変えつつあることは確かである。

４． むすびにかえて

グローバリゼーションの進化を促してきた経済社会の変化を考えてみる

と，時代は先進国を中心とした時代から，先進国に限定されることなくさ

まざまな国や地域が世界の中心となり得る「多中心型のグローバリゼーシ

ョン」の時代に確実に移行しつつある。換言すると，地球上のあらゆる場

所が事業活動の何らかの拠点になりうるといった「マルチセンターの時

代」になろうとしている。そうした視点から考えると，現段階のグローバ

リゼーションは，フリードマンが想定していた「グローバリゼーション

3.0」のフラットな世界を超え，次なるグローバリゼーションの時代，す

なわち「グローバリゼーション 4.0」ともいうべき新しい時代に向かう途

図表１４ ASEAN 主要国・都市の賃金比較

単位：ドル／月 製造業
ワーカー

非製造業
一般スタッフ

法定最低賃金

ジャカルタ（インドネシア） ２４１ ４４７ ２００（月額）

プノンペン（カンボジア） １０１ ３３２ １００（月額）

バンコク（タイ） ３６６ ６６９ ９．０６（日額）

マニラ（フィリピン） ２７２ ４８９ １０（日額）

ハノイ（ベトナム） １５５ ３８９ １２８（月額）

クアラルンプール（マレーシア） ４２９ ９１１ ２７４（月額）

ヤンゴン（ミャンマー） ７１ ２０６ n.a.

ビエンチャン（ラオス） １３７ ４１８ ７８（月額）

出所：Jetro「投資コスト比較」２０１４年８月時点
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上にあるといえるのかもしれない。

こうした中で再考すべきことの一つは，「イノベーションは，先進国か

ら生まれる」としてきた産業社会のこれまでの常識である。ダートマス大

学タック・スクール・オブ・ビジネスのビジャイ・ゴビンダラジャン

(Vijay Govindarajan) とクリス・トリンブル (Chris Trimble) は，「１９７０～８０年

代にかけて，新興国は世界地図の上で見るだけの存在で，グローバル経済

の地図では認めることができなかった。時代は変わった。途上国はもはや

周辺の辺境の地ではなく，経済成長の中心である。世界経済の成長の３分

の２以上が途上国からもたらされるのである」と指摘し４０），新興国から起

こるイノベーション，いわゆる「リバース・イノベーション」の重要性に

ついて言及している。そうした主張は，これまでのグローバリゼーション

の常識への挑戦ともいえる。

本稿の冒頭でも述べたように，２０世紀末以降，地球規模に広がる経済

社会の変化に伴い，途上国の経済はとてつもない速さで成長を遂げ，グロ

ーバルな経済成長の中心的な役割を担いつつあり，彼らが指摘する通りで

ある。そのため，グローバルに事業を展開する企業は，途上国のニーズや

機会はもちろん，そこに拠点を置く企業の行動に関心を向けなければなら

ないのである４１）。これまでほとんどのグローバル企業は，いかなる市場で

あっても，市場の進化には定向性があり，基本的にイノベーションの原点

は先進国や先進国市場にあって，最新商品を買える経済的ゆとりのある顧

客が富裕国以外には存在しないと認識して，それらの顧客とニーズに向け

て技術進歩を進めてきた。また，ローカル企業はあくまでローカルな存在

であり，グローバルな市場で主導的な企業となる可能性を無視してきたこ

とも事実である。そのため，グローバル企業は途上国が先進国に比べて，

経済と技術のいずれの分野でも圧倒的に遅れていると認識し，途上国に進

出する際に，先進国で開発された製品にわずかな修正を加えて，低価格に

した製品を展開するという方法を採ってきた。しかし，今日の経営環境の
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中では，単に製品に修正を加えるだけでなく，現地ニーズを積極的かつ的

確に取り込むことも必要となっているだけでなく，そこで生まれたニーズ

がグローバルに拡散する可能性があることを前提に考えていくことが必要

である。つまり，先進国でしか起きなかったイノベーションが，開発途上

国でも生み出されるようになり，それが先進国に再移転したり，それが新

しい進化をもたらす状況も生まれつつあるということである。言ってみれ

ば，これまで先進国で成功してきた事例を途上国市場に展開していくとい

うタイムマシン型は，徐々にその妥当性を失いつつあるというのが，「グ

ローバリゼーション 4.0」時代に向けた考え方である。

また，ICT だけでなく，生産技術・加工技術や物流システムの革新な

ど，技術革新や制度上の変更，さらに市場そのものの変化によって，従来

であれば大規模企業にのみ可能であった事業のグローバル展開を，中小・

中堅企業でも実現しうるようにもなりつつある。つまり，「創業時から複

図表１５ グローバリゼーションの変化

国際政治体制の変革
情報通信革命
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数の国で資源を利用して製品を販売することにより相当な競争優位性を発

揮しようとする企業」４２），いわゆる「ボーン・グローバル企業 (Born Global

Company : BGC)」の登場である。それら企業の戦略行動は，母国で長年に

わたって事業を行った後に，時を経て合弁会社や完全所有子会社を設立し

ていくという伝統的な国際化プロセスとは異なり，創業時あるいはその後

間もなく世界に向けて事業を展開していくタイプの企業である。つまり，

本稿で検討してきたグローバル企業の戦略行動を研究してきた研究者達が

主張してきた従来型の企業のグローバル化のプロセスを経るのではなく，

事業をスタートさせる初期の段階からグローバル展開するというのがこれ

ら企業の特徴である。そうした企業は，主流の研究対象としてこれまで取

り扱われてこなかった４３）。その意味で，こうした考え方も，「グローバリ

ゼーション 4.0」時代に向けた企業行動の一つだと考えられよう（図表１７

を参照）。

２１世紀を超えて１０年以上の時を経て，地球規模で経済・産業社会が変

容する中で，従来の諸理論で言及していなかった新しい現象がみられるよ

うになり，それを説明する理論が求められつつある。その意味で，グロー

バル経営の新しい潮流がやってきていると考えられる。繰り返しになるが，

本稿を研究の起点としたわれわれの問題意識は，今までの世界とはコンテ

クストの異なる新しい世界が訪れようとしている中で，どのような形で経

図表１６ 多国籍企業の新興国市場へのアプローチ

出所：Vijay Govindarajan ”The$2,000Car,” HBR Blog Network, March12,2012.
http://blogs.hbr.org/cs/2012/03/the_2000_car.html
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済活動あるいは事業展開を考えていくのかについて，これまでとは違った

視点が求められているということにあり，今後，そうした点について考え

ていく努力をしていきたい。

図表１７ グローバル経営論の新潮流

１） 今日「リストラクチャリング」という用語は，主に「人員削減」という意味
で用いられることが多い。しかし，この用語は本来，企業が収益構造の改善
を図るために事業を再構築することを指す用語であり，１９８０年代を通して
買収などによる事業規模の拡大や不採算部門の売却，また人員削減も含めて，
成長戦略を実現するために，経営資源の選択と集中を実現することなどを意
味するようになった。

２）１９９１年～２００３年ごろまで，日本経済はほとんど成長しておらず，それは「平
成不況」ないしは「失われた１０年」と呼ばれている。

３）２０１３年時点のデータ 出所 IMF「World Economic Outlook Databases」
４） その後，２０１４年までに，ロバート・ベンモシェの下で，AIG 社は復活を果

たした。総額１，８２０億ドル（１９兆円）の公的資金を完済し，国庫に２００億
ドルの利益ももたらした。（『日経新聞』２０１３年９月２０日 夕刊 p. 3）

５）「１人あたり GDP，シンガポール，日本を抜く」日本経済新聞 ２００８年７月
５日夕刊 p. 1

７０～８０年代にかけて新興国は世界地図の
上でみるだけの存在でグローバル経済の
地図では認めることができなかった。

時代は変わった。
途上国はもはや周辺の辺境の地ではなく，
経済成長の中心である。世界経済の成長
の三分の二以上が途上国からもらされる

のである。
Govindarajan, V. & Trimble, C

動的遺産モデル
Barger, S.

リバース・
イノベーション・モデル
Govindarajan, V. & Trimble, C

ボーン・グローバル・モデル
Oviatt, B. M. & McDougall P. P.
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６）１９６５年１０月～１９７０年７月まで５７ヶ月間の好景気を指し，GDP の平均成長
率は９．８４％となっている。（村田治『現代日本の景気循環』日本評論社
２０１２年３月２０日 pp. 230~231）

７） 事実，２０１４年にはリーマンショック以来の米国 FRB（連邦準備銀行）によ
る金融緩和策の効果によって，急速なドル高となった。その結果，新興国に
流れ込んでいたドルが米国内に還流し，新興国で１０％近いインフレが発生
し，経済成長に翳りが見られるようになっている。中でも「フラジャイル 5」
（ブラジルレアル，インドルピー，インドネシアルピア，トルコリラ，南ア
フリカランドの５通貨を指す）と呼ばれる国々で，その傾向が強い。

８） Friedman T. L, (2005) “The World Is Flat: A Brief History of the Twenty-first
Century”, Farrar Straus & Giroux (T)（伏見威蕃訳『フラット化する世界』，
日本経済新聞出版社，２００６年）

９） Friedman T. L., 前掲書邦訳版 p. 21
１０） Friedman T. L., 前邦書邦訳版 p. 23
１１） Smith Adam, (1776) “An Inquiry into the Nature and Causes of the Wealth of

Nations”, W. Strahan & T. Cadell,（山岡洋一訳『国富論：国の豊かさの本質
と原因についての研究』，日本経済新聞出版社，２００７年３月）

１２） Ricado David, (1817) “On the Principles of Political Economy, and Taxation”
John Muray（羽鳥卓也 吉沢芳樹訳『経済学および課税の原理』，岩波書
店，１９８７年５月）

１３） 中村久人著『グローバル経営の理論と実態』，同文館出版，２０１０年４月，
p. 21

１４） 中村久人前掲書 pp. 21~22
１５） Ricado David，前掲書（邦訳版）
１６） Rodrik Dani, (2011) “The Globalization Paradox”（柴山桂太 大川良文訳『グ

ローバリゼーション・パラドクス』，白水社，２０１４年１月，p. 44）
１７） Friedman T. L., 前掲書邦訳版 p. 22
１８） データ出所：The United Nations, Statistical Yearbook, 1953
１９） Vernon Raymond, (1966) ‘International Investment and International Trade in

the Product Cycle‘, “The Quarterly Journal of Economics”, Vol. 80, No. 2
２０） 江夏健一著『多国籍企業要論』，文眞堂，１９８５年，p. 22
２１） 第一段階の新製品の導入期では，その前提となっているのは，先進国，つま

りアメリカが最も高い技術を保有するともに，消費者の所得も他の国々より
高く商品価格に敏感しない。そうした条件の下で，新製品，特に技術集約・
労働節約的な製品のニーズがアメリカから生じられる，という点である。そ
のため，その製品の開発と商品化はアメリカで行われる。商品は国内高所得
層消費者をターゲットにするため，市場需要は価格に対する弾力性が低くて，
コストを下げる必要がない。アメリカ国内で生産されれば，市場ニーズへの
フィードバックが効率的であり，柔軟な生産体制を維持し，差別化しやすく
なる。これらメリットに従い，先進国企業は製品の導入期において，すべて
の活動は本国で展開するわけである。
また，新製品を導入した後に一定の時間が経つと，製品デザイン，生産プ

ロセスなどの技術が安定化かつ標準化され，量産体制が揃えられ，コストダ
ウンが実現され，価格が下げられるようになって，アメリカの高所得層消費
者だけではなく，中低所得者ないし日欧などの海外消費者の中にも商品の需
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要が喚起され，市場需要が拡大するということになる。
さらに，標準化時期に入ると，途上国での生産が軌道に乗ってから，すべ

ての生産を途上国の工場で行われるようになり，やがて先進国へ逆輸出され
るようになる，というのはプロダクト・ライフサイクル理論の基本的な考え
方である。

２２） 山口隆英「多国籍企業の成長に関する理論的課題―多国籍企業理論の視点か
らの展望」『商学論集（福島大学）』第６８巻第１号 p. 41

２３）７０年代の石油危機の後，日本が安定成長期に入って，市場総需要の低減に
対して，日本企業は高度成長期における量的拡大が優先する戦略を一転し，
戦略の重心を要素コストの圧縮や生産性の向上に転換し，いわゆる「減量経
営」である。

２４） 高度成長期から形成した日本企業の特徴的な経営方法と考え方を指し，最も
主要のは「三種の神器」と呼ばれる「終身雇用」，「年功序列」，「企業別労働
組合」であり，それ以外に，企業内の人間関係，グループ内の株式持合，官
民協調，長期的経営視点，集団主義の意思決定などの特徴もある。

２５） Bartlett, C. A. and Ghoshal, S. (1989), “Managing Across Borders: The Tran-
snational Solution”, Harvard Business School Press.（吉原英樹監訳『地球市
場時代の企業戦略』，日本経済新聞，1990）

２６） 前掲書（邦訳版）p. 68
２７） 前掲書（邦訳版）p. 71
２８） 前掲書（邦訳版）p. 70
２９） 前掲書（邦訳版）p. 77
３０） 琴坂将広著『領域を超える経営学 グローバル経営の本質を「知の系譜」で

読み解く』ダイヤモンド社，２０１４年２月，pp. 207~209
３１）「トランスナショナル企業」に関する議論が展開されたと同じ時期に，国際

経営に関する議論の中で，「グローカリゼーション」という概念が，日本の
エレクトロニクス業界の中でも，国際的事業展開において，突出した成果を
あげていたソニーによって提起された。詳細にわたって，両者が同一の概念
であると言及することはできないものの，「グローバル」と「ローカル」と
いう相互矛盾する概念を統合した「グローカリゼーション」というソニー概
念は，トランスナショナル企業のコンセプトと類似していることは指摘でき
る。その後，「グローカリゼーション」という事業コンセプトは広く日本企
業の間でも用いられるようになった。

３２） 現在，こうした方式は，エレクトロニクス産業，繊維・アパレル産業などの
産業に広範に採用されている。

３３）「資本主義国別多様性モデル」は，異なる国では異なる経済システムが機能
している点に着目し，グローバル化は異なる社会に異なる効果をもたらすと
強調する。その中で，主に協調主義的市場経済の「日独モデル」と自由主義
的市場経済の「米英モデル」の２つである。

３４） 最も有名な EMS とは台湾のホンハイである。同社は基本的に中国に拠点を
置き，EMS 生産を特化し，世界トップクラス企業に成長した。具体的には
岩�尚人ら著『ビジネスモデル革命第３版』pp. 52~102を参照。

３５） Berger Suzanne, (2005) “How We Compete: What Companies Around the
World Are Doing to Make it in Today’s Global Economy”（楡井浩一訳
『MIT チームの調査研究によるグローバル企業の成功戦略』，草思社，２００６
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年，pp. 80~89）
３６） 日本貿易振興機構 (Jetro)「世界経済・貿易・直接投資の現状」，２０１３年１月，

原典：IMF 統計
３７）「中国美債持有量破１．３万億美元 穏居全球第一」『第一財経日報』２０１３年

１２月１７日
３８）「ASEAN ルネサンス（１）「日本一人勝ち」今は昔――６億人市場で大競争」

『日本経済新聞』２０１３年７月２日 p. 1
３９）「２０１５年における ASEAN の姿」「三井物産研究所レポート」２０１１年９月
４０） Nooyi K. Indra, Govindarajan Vijay, Trimble Chris, (2012), “Reverse Innova-

tion: Create Far from Home, Win Everywhere”（渡部典子訳『リバース・イ
ノベーション』，ダイヤモンド社，２０１２年）序文

４１） Nooyi K. Indra, Govindarajan Vijay, Trimble Chris, 前掲書邦訳版 p. 11
４２） Oviatt, B. M. & McDougall P. P., (1994) ‘Toward a Theory of International

New Ventures’, ”Journal of International Business Studies”, 25(1) p. 49
４３） 中村久人「ボーン・グローバル企業の研究―国際的起業家精神アプローチお

よびメタナショナル経営の観点から」東洋大学『経営論集』７６号 ２０１０年
１１月 p. 2
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